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デジタルアーカイブ学会第５回研究大会

分散型デジタルコモンズの汎用モデル開発:
下諏訪町地域アーカイブの構築を通して

前川道博
長野大学企業情報学部



デジタルコモンズとは？
地元をつなぎ、他地域とつながる共有スペース

２１世紀の地域づくりは地域の垣根を超え
地元を学び伝えわかちあう活動

雲上の世界
（クラウドサービス）

リアルな社会
(地域と皆さん)



分散的で不均一な地域資料の構造特性

• 地域資料：多様で不均一なメタデータ構造

• 構築者：ＭＡＬＵＩ、多様な組織・個人

• 利用者

– 世代間のギャップ

– 知識差の著しいギャップ

– 利用者間のＩＣＴスキル差

– 個別的で小さく異なるアーカイブ特性

所与の条件：地域特性

分散運用可能なクラウドサービスモデル

構造特性の違いを超克できるサービスモデル



失敗に学ぶ、手痛いつまづき

•ダブリンコアと言ったばかりに方法が掛け違う

– 既存ツールの適用：OMEKA

•柔軟で迅速な対応ができない

•単に足枷にしかならない

•業者、アーカイブ研究者の視座の枠外の問題

•デジタルコモンズの要件はその対極にある

– 誰でもすぐに使える

– 興味の引き出し・知識形成を後押しする

– システムリプレースが容易

– 低コストで導入がしやすい



デジタルアーカイブの全般的課題

•熟さない社会的ニーズ、必要性を感じない社会

•地域デジタルアーカイブの要件は？

– 平易に扱えるデータセット

– 構造化されたメタデータセット＋データエンティティ

– 誰もが参加できる

– プログラム差し替えが容易にできる

Small is good!
Simple is good!

利用者の立場に立った平易で運用しやすいシステム



下諏訪町地域アーカイブの要請

下諏訪町立図書館が３年かけ
地域写真を調査しメタデータ作成

デジタルアーカイブ運営を
地域文化活動に育てたい

長野大学で開催した
デジタルアーキビスト養成講座

町民参加型のデジタル
アーカイブサイトを開設 地域アーカイブの打合せ

＝職員のアーキビスト力養成



みんなが面白がれる地域アーカイブを開発

受託研究としてサポート

誰もが使える
サービス

地域の写真をネットに公開したい

100年後に
残す

県内、全国
各地に広げる

下諏訪町立図書館

長野大学

全国に広められるモデルに
それを下諏訪から



下諏訪町地域アーカイブ
『みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム』

•地元の古い写真1500
点が起点

•職員がメタデータ作成

•「歴史文化」などのカテ
ゴリを設定

•町民参加で投稿がで
きる

https://d-commons.net/shimosuwa/



公共施設 地域図書館の新たな役割

•さほどに進まないＭＡＬＵＩ連携

•補助金頼みの文化施策

•専門業者に委託する常套の選択

ミニマムな予算で実施できる文化活動モデル

市民参加型地域デジタルアーカイブ



クラウドサービスの基本モデル設計
群小化対応の複合スキーマ構造モデル

①通番
②タイトル
③～⑦件名1～5
⑧撮影場所
⑨撮影西暦
⑩撮影年月日
⑪色調
⑫大きさ
⑬説明文
⑭所蔵者
⑮作業日
⑯参考文献
⑰著作権

当初の写真メタデータスキーマ
(Excelでメタデータ作成)

要求仕様、資料特性ごと
にスキーマは異なる
不定形文書への対応

異なるスキーマを同一サイ
トで併用可能な
複合スキーマ構造モデル写真に特化し

汎用性がない



群小アーカイブ：自律分散連携の解決
可搬的データとデータエクスチェンジ

•データファースト（自律分散連携）の基本

– データ構造はアーカイブ要件で異なる

– データを死滅させず未来永劫に受け渡す

•データエクスチェンジ（今のデータ居場所は仮の住居）

– 異なる構造のデータを項目変換表で移行する

– オープンデータの利活用はデータエクスチェンジが前提

– ＳＮＳ等外部サイトから／へデータを移行する

サイトＡ
（データ実体＋メタデータ）

サイトＢ
（データ実体＋メタデータ）

サイトＡ’
（Ｃ変換後）

ＡｔｏＣ
エクスチェンジ

サイトＢ’
（Ｃ変換後）

ＢｔｏＣ
エクスチェンジ

ポータルサイト
CｔｏＰ
統合＆

エクスチェンジ

事後の課題



上田市『西部地域デジタルマップ』

•上田市「西部地域まちづくりの会」の地域マップ事業

•当初OMEKAベースで作成→新サービスに変換し運用

https:// d-commons.net/seibu/



分散型・主体的地域学習
信州上田学「信州上田デジタルマップ」

信州上田学（デジタルコモンズ）
学習コミュニティ＆学習環境

信州上田学（Ａ・Ｂ）

地域コミュ
ニティ

学校 行政・
施設

企業等

ゼミ・プロ研

コロナ禍の状況下、市民参加型のオンデマンド講座として実施、複数講座に適用
受講生（学生・市民）にはマイサイトの継続利用を推奨、地域資料提供

信州上田学オンデマンドサイト

マイサイト(生涯学習ポートフォリオ)併設
思う存分、学習成果を蓄積します。受講後も継続利用できます。

ミッチーのサイト

講師：前川道博 企業情報学部教授

信州上田デジタルマップ

https:// d-commons.net/uedagaku/



長野県蓼科高校・地域科目「蓼科学」
蓼科学アーカイブ

みんなでつくる蓼科学アーカイブ

https:// d-commons.net/tategaku/

110年前保科百助の鉱物標本
生徒たちが鉱物撮影・調査をして
「長野県地学標本」を世界初公開！

◆地域資料のデジタル化
◆探検による地域の可視化
スマホ活用
主体的に面白く地域を学ぶ



学びモデル（従来と異なる）

①ネット上の本棚 開かれた学び環境の提供

②教え教わる等の垣根を超えた学びあい

教え教わる、専門・非専門、住民・学生、個人・組織等

③講座運営モデル

オンデマンド講座、オンラインスクーリング、ｅポートフォ
リオ学習、フィールド実習

④ｅポートフォリオ「マイサイト」主体的学習支援

⑤学習者のインタレストに発する学びの支援

⑥基礎資料・教材の公開・共有による支援



地域デジタルコモンズ実装サービス
d-commons.netサイト構成

d-commons.net

コミュニティサイト１

コミュニティサイト
ユーザー：〇〇コミュニティ

カテゴリ１ カテゴリ２

情報をさがす

新着記事

キーワード

地図で見る

Aさんのサイト

ユーザー：Aさん

カテゴリ１ カテゴリ２

情報をさがす

新着記事

キーワード

地図で見る

旅れぽ

継承

上田まち
あるき

東北の旅
2019

北陸の旅
2020記事公開公開承認

カテゴリ

カテゴリ

テーマ
子
サ
イ
ト
も
含
む 当

該
サ
イ
ト
の
み
対
象

継承
テーマ

サービストップ

d-commons.net

リンク リンク

親サイト

個別(子)サイト

https://d-commons.net/

マイサイト

★コミュニティサイト(親サイト)
地域や組織・団体等がコミュニティサ
イトの運営主体となり、自身のコミュ
ニティサイト（親サイト）を開設する。

★マイサイト 個別サイト(子サイト)
任意の個人はいずれかのコモンズサイ
トに新規ユーザー登録することにより、
そのコミュニティサイトの個別ユーザ
ー（個別サイト＝子サイト）としてア
カウント登録できる。

★親サイトと子サイトの関係
・子サイトは親サイトのカテゴリを継
承する。子サイトは独自のカテゴリを
追加できるが、そのカテゴリは親サイ
トには反映しない。
・個人ユーザーは自分のサイトに記事
を自由に投稿し公開できる。個人ユー
ザーが投稿した記事は、カテゴリが親
サイトのカテゴリの場合には親サイト
に記事公開する。ただし親サイト側で
「公開承認」を行った後、親サイトに
追加される。
・情報検索、新着記事、キーワード(ハ
ッシュタグ)、地図は親サイトの場合は
子サイト記事も対象とする。子サイト
においては子サイト内の記事のみを対
象とする。



d-commons.net当面のサイト構成

みんなでつくる
下諏訪町デジタルアルバム

コミュニティサイト

サービストップ

d-commons.net

親サイト

https://d-commons.net/
地域デジタルコモンズネット(NPO法人として申請予定)が運営
※当面はカンプロと長野大学前川研究室が共同で運営
参加型アーカイブサービスを提供する大本のサービス

みんなでつくる
西部地域デジタルマップ

みんなでつくる
信州上田デジタルマップ

みんなでつくる
蓼科学アーカイブ

https://d-commons.net/shimosuwa/
下諏訪町立図書館が運営
下諏訪町参加型アーカイブ

https://d-commons.net/seibu/
西部地域まちづくりの会（上田市）が運営
上田市西部地域の参加型アーカイブ

https://d-commons.net/uedagaku/
長野大学・信州上田学プロジェクト＆前川が運営
「信州上田学」等の授業運営・学生・市民のｅ
ポートフォリオ運営を支援する参加型アーカイブ
https://d-commons.net/tategaku/
蓼科高校の地域科目「蓼科学」
生徒が地域を学ぶ参加型アーカイブ

追加コモンズサイト コモンズサイトの申請に応じて新設・運営する。

d-commons.net

★コミュニティサイト(親サイト)
地域や組織・団体等からの申請によ
り、コミュニティサイトを地域デジ
タルコモンズネット(d-commons.net)
が開設する。

★コミュニティサイトのサービス提
供
サービスの安定した持続的運営、サ
ービスのエンハンス等にかかる費用
は別途定める料金プラン、
もしくは事業予算により年間サービ
ス利用料を運営主体から徴収する。

★新たなサービス開設・運営の方針
デジタルコモンズクラウドサービス
は以下の方針により運営する。
①d-commons.netと同じメディア環境
を他のサービス運営者と協議の上、
移植・提供できるものとする。
②全く異なるメディア環境を地域デ
ジタルコモンズクラウドサービスに
加え、並立運用できるものとする。

https://d-commons.net/
https://d-commons.net/shimosuwa/
https://d-commons.net/seibu/
https://d-commons.net/uedagaku/
https://d-commons.net/chiiki/


みんなでつくる信州上田デジタルマップ
サイト構成

地域デジタルコモンズプロジェクトは、前川研究室・ゼミ
が地域協働で進めていくものである。
当面、「信州上田学」と地域協働型教育と関わる科目・
ゼミを対象に適用実験を行う。
学生・市民のｅポートフォリオ学習（個別サイト）、協働学
習（信州上田学のマップづくり）を支援する。



d-commons.net
マイサイト（ｅポートフォリオ）

▼マイサイトトップページ
https://d-commons.net/親サイトID/ユーザID ▼マイサイト管理画面（データ更新用）

▼マイサイト公開記事

マイサイトはいずれかのコミュニティサイトを親サイトとし、マイサイトはその子サイトとなる。
親サイトのカテゴリに合わせて記事を投稿すると、親サイトにも再掲される。
マイサイトには末長く自身のデータや記事を蓄積し続けることができる。
マイサイトはｅポートフォリオの特性を併せ持つ。



今後に向けた課題と方向性(1)
他アーカイブサービスとの相互接続

•汎用化の課題

– 不定形文書への対応 PopCorn/PushCornで既に
対応

– 複合スキーマにより解決がしやすい

•ＳＮＳ系サービスとの連携・連動
– Twitter, Instagram, Flickr, YouTube, Facebook等への連動
投稿

– 逆方向での自動移行



今後に向けた課題と方向性(2)
地域コミュニティ活動等への適合支援

•多様なサービスへの展開

– コミュニティ活動支援サービス

– 協働学習支援サービス

– 個人ポートフォリオ学習支援サービス etc.

•デジタルコモンズ社会の浸透支援

– コミュニティ活動等の横断的・包摂的イノベーション

•学校の地域学習支援

•統計データ等オープンデータ提供

•博物館等のデータ提供

– 分野・地域・世代に分離した地域コミュニティの再生



今後に向けた課題と方向性(3)
地域の知の編集支援メディアAIIの実現

•Augmented Intelligent Interaction

（知識の接触への限りなき増大）

•ＡＩＩ機能実現の５要件の実装
– データ倉庫

– AIIデータ・アーキテクチャ

– オーサリング要件・非定型文書の構造化

– 地理・時系列インデクス空間への写像

– 関連づけ・相互参照の編集機能



地域の知・データ

地域の研究グループＡ

地域の研究グループＢ

地域資料アーカイブ

「地域〇〇史」等基礎文献

地域資料所蔵団体Ａ

みんなでつくる地域〇〇デジタルマップ
https://d-commons.net/XXXXXX/

地域〇〇学2020

Ａさんサイト

Ｂさんサイト

地域学習講座Ａ

１さんサイト

２さんサイト

デジタルアーカイブ(資料)
(蓄積資料群とコミュニティ)

学習コミュニティ（活動）
(カレント＆エントリー)

地域活動あ

あ活動サイト

い活動サイト

持続的に活動し地域の知を創造、次世代育成

知識・文化の伝承＝興味・視点を喚起地域の知識と文化 地域学習&ポートフォリオ

学生
市民

2年生
～

市民

地域デジタルコモンズとは？
地元をつなぎ、他地域とつながる共有スペース



デジタルコモンズ社会の実現に向けて
３Ｑの向上

•社会の課題に着眼した問題解決＝人材育成

– 1. ＱＯＡ(Quality of Activities:地域活動の質)の向上

– 2. ＱＯＥ(Quality of Education:教育の質)の向上
•主体的学習の支援、全年代型学習へのシフト

– 3. ＱＯＦ(Quality of Facilities:公共施設[MLA等]の質)の向上
•ガラパゴスＭＬＡのデジタル化へのソフトな離陸

•地域・市民協働型の地域アーカイブ活動
（市民キュレーター＝デジタルアーキビスト・モデル）

現実解としての地域デジタルコモンズ

社会の本当のニーズに応える手段が
デジタルアーカイブ普及推進のソリューションになる



本日の発表資料等はマイサイトへ

https://mmdb.net/maekawa/

お問い合せは前川まで直接
メール maekawa◆nagano.ac.jp ◆は@に置き換えてください
ケータイ 090-2270-5074 
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